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要
望
は
県
建
産
連
全
体
で

①
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的

確
保
等
②
資
材
価
格
高
騰
へ

の
対
策
③
新
担
い
手
３
法
の

順
守
に
よ
る
危
機
管
理
産
業

と
し
て
の
地
域
建
設
業
の
経

営
安
定
化
と
適
正
利
潤
の
確

保
―
な
ど
が
柱
の
27
項
目

（
う
ち
新
規
13
項
目
）。県
建

産
連
の
長
谷
川
浩
一
会
長
ら

役
員
が
県
庁
を
訪
れ
、自
民

党
と
公
明
党
、県
民
連
合
に

要
望
書
を
提
出
。自
民
党
の

要
望
聴
取
会‌

＝
写
真
＝�​
で
は

大
槻
博
太
副
会
長（
当
協
会

長
）ら
が
内
容
を
説
明
し
た
。

　

当
協
会
は
、大
規
模
事
業

や
高
度
技
術
が
必
要
な
工
事

で
、県
内
事
業
者
の
受
注
が

可
能
と
な
る
よ
う
分
離
発

注
、Ｊ
Ｖ
制
度
の
積
極
的
な

活
用
を
要
望
。浪
江
町
に
設

置
す
る
福
島
国
際
研
究
教
育

機
構
の
施
設
整
備
で
、県
内

建
設
業
の
元
請
活
用
を
国
に

　

当
協
会
員
の
大
槻
電
設
工

業
、佐
藤
電
設
、中
野
電
工
が

今
年
度
の
県
優
良
建
設
工
事

表
彰
を
受
賞
し
た
。表
彰
式

は
９
月
９
日
、福
島
市
の
杉

妻
会
館
で
行
わ
れ
、大
槻
電

設
工
業
の
亀
岡
誠
工
事
部
課

長
補
佐
、佐
藤
春
幸
佐
藤
電

設
社
長
、吉
田
政
夫
中
野
電

工
社
長
に
内
堀
雅
雄
知
事
か

ら
賞
状
と
記
念
の
盾
が
授
与

さ
れ
た
。

　

今
年
度
受
賞
工
事
は
農
林

水
産
部
６
部
門
９
件（
９

社
）、
土
木
部
16
部
門
28
件

（
26
社
）。会
員
３
社
の
受
賞

工
事
は
す
べ
て
土
木
部
発
注

で
、大
槻
電
設
工
業
は
施
工

し
た
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

公
共
災
害
復
旧
工
事
が
電
気

設
備（
災
害
）部
門
、佐
藤
電

設
は
国
道
２
８
９
号
・
駒
止

ト
ン
ネ
ル
の
照
明
設
備
更

新
、中
野
電
工
は
修
明
高
校

大
規
模
改
造（
電
気
・
２
期
）

が
そ
れ
ぞ
れ
電
気
設
備
部
門

で
選
ば
れ
た
。

　

式
に
は
県
農
林
水
産
・
土

木
両
部
の
幹
部
、来
賓
の
渡

辺
義
信
県
議
会
議
長
、大
槻

博
太
当
協
会
長
は
じ
め
建
設

関
係
団
体
代
表
者
ら
が
出

席
。内
堀
知
事
は「
受
賞
は
各

社
の
優
れ
た
技
術
力
、取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
」と
述
べ
た
。

※
下
段
に
各
工
事
の
寸
評

働
き
掛
け
る
よ
う
訴
え
た
。

　

施
工
時
期
の
平
準
化
や
適

切
な
工
期
設
定
な
ど
は
、技

術
者
・
技
能
者
の
労
働
環
境

改
善
や
工
事
の
品
質
確
保
、

資
機
材
の
安
定
的
で
円
滑
な

確
保
、不
要
経
費
節
減
の
観

点
か
ら
推
進
を
要
請
。「
債
務

負
担
行
為
の
積
極
活
用
」「
前

年
度
設
計
に
よ
る
年
度
当
初

の
機
動
的
な
工
事
発
注
」「
弾

力
的
な
繰
越
制
度
の
活
用
に

よ
る
年
度
末
に
集
中
し
な
い

工
事
完
成
時
期
の
設
定
」「
設

計
条
件
に
合
っ
た
設
計
、工

期
の
設
定
」な
ど
の
取
り
組

み
を
求
め
た
。

　

特
に
設
備
関
係
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
工
場
閉
鎖
や
原

材
料
・
半
導
体
不
足
で
一
部

製
品
の
納
期
が
不
透
明
に

な
っ
て
お
り
、繰
越
制
度
に

よ
る
工
期
延
長
な
ど
、柔
軟

な
対
応
を
要
望
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
一
環
で
県
が
導
入
し
て

い
る
遠
隔
臨
場
シ
ス
テ
ム
、

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
受
注
者
負
担
費
用
の
適

　

県
の
２
０
２
３
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
県
建
設
産

業
団
体
連
合
会（
県
建
産
連
）の
要
望
活
動
が
９
月
９
日

に
行
わ
れ
、当
協
会
は
県
議
会
各
党
・
会
派
に
対
し
て
、①

県
内
企
業
の
活
用
②
施
工
時
期
の
平
準
化
、適
切
な
工
期

設
定
、弾
力
的
な
繰
越
制
度
の
活
用
に
よ
る
工
期
延
長
の

柔
軟
な
対
応
③
コ
ロ
ナ
禍
で
の
工
事
施
工
監
理
上
に
お

け
る
積
極
的
な
取
り
組
み
―
な
ど
を
要
請
し
た
。

大 槻 博 太
（一社）福島県電設業協会

E-mail : info@fukudensetsukyo.or.jp

県
優
良
工
事
に
会
員
３
社

大
槻
電
設
、佐
藤
電
設
、中
野
電
工

大
槻
電
設
、佐
藤
電
設
、中
野
電
工

切
な
計
上
、
シ
ス
テ
ム
選
定

や
運
用
方
法
等
に
関
す
る
受

注
者
向
け
研
修
会
開
催
を
要

請
。遠
隔
臨
場
に
よ
る
工
場

検
査
な
ど
、人
の
移
動
を
抑

制
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

も
訴
え
た
。

　

県
有
建
築
物
の
省
エ
ネ
改

修
に
向
け
全
庁
的
改
修
計
画

策
定
と
予
算
確
保
、維
持
管

理
予
算
の
増
額
、
ス
ラ
イ
ド

条
項
に
基
づ
く
申
請
手
続
き

の
簡
素
化
、労
務
単
価
の
引

き
上
げ
、適
切
な
入
札
制
度

の
運
用
な
ど
も
要
望
し
た
。

国際研究拠点等 
大 規 模 事 業

県
内
企
業
、
積
極
活
用
を

県
内
企
業
、
積
極
活
用
を


年
度
県
予
算

議
会
要
望
活
動

工
期
延
長
の
柔
軟
対
応
も

‌

内
堀
知
事
か
ら
賞
状
を
受
け

る（
上
か
ら
）
亀
岡
課
長
補

佐
、佐
藤
社
長
、吉
田
社
長�​

　 ‌◆公共災害復旧工事（建築電気2）�​
①伊達郡国見町大字徳江地内（県北
浄化センター）②電気設備災害復旧
（請負額1億5153万6000円）
　本工事は浸水被害を受けた県北浄
化センターの電気設備の災害復旧工
事である。多数ある盤類設置におい
て、アンカーボルトの耐震計算後、
全数の引張試験を行い、機器据付後
は全てのボルトの締付トルクを確認
したほか、盤設置後の傾度測定は、
下げ振りを用いて基準値10/1000以
内のところを3/1000以内で垂直精度
を確認し、社内検査員のダブルチェ
ックを受けた点は、出来形管理と品
質管理に万全を期している。また、
地下の高湿度対策として、通電前の
盤内に除湿剤を設置し、結露を防止
することには創意工夫が見られ、ま
た就職活動の支援として高校生を対
象とした現場見学会を実施するなど
の社会貢献活動は評価できるもので
ある。更に、下水処理機能の早期復

旧が求められる中、関連工事が23件
あり現場内が輻輳するところ、発注
者や関連企業と月2回の工程会議に
より、綿密に工程を調整し、作業が
重複して同時施工が出来ない場所は
関連工事を優先した工程とするな
ど、 トータルマネジメントにおいて
他の模範になるものであり、優秀性
が認められる。

　 ‌◆道路橋りょう維持（維補）工事
（照明設備）�​①南会津郡南会津町針
生地内（国道289号・駒止トンネル）
②トンネル照明設備機器更新＝ＬＥ
Ｄ基本照明52台、ＬＥＤ入口照明39
台ほか（請負額1億3132万3500円）
　本工事は駒止トンネルの老朽化し
た照明をＬＥＤ照明に改修する工事
である。照明器具をトンネル本体に
設置する際、高い精度が求められる
照射角度の設定において、ＪＩＳ基
準より厳しい独自の社内規格値を定
めて管理していることやレーザー墨
出器を自作で加工し照明器具架台に
取り付け、照射位置の調整を全数実
施したことは、出来形管理や品質管

理に工夫がみられる。また、トンネ
ル躯体の経年劣化を考慮し、あと施
工アンカーと固定ボルトの打設位置
を個々に調整して仕上がりを良くし
ていることや平均路面輝度の計測に
おいて、車載カメラによる路面輝度
測定システムを活用することで作業
の省力化を図り、工期の大幅な短縮
を実現した一連の取組は高く評価で
きるものである。更に、社内の安全
パトロールに加え女性社員による環
境衛生パトロールや社外労働安全コ
ンサルタントによる安全診断を行う
など、会社独自の安全活動を行って
いることや、既設トンネルの壁面を
自主的に清掃して明度を向上させる
などの取組は他の模範となるもので
あり、優秀性が認められる。

　 ‌◆修明高校大規模改造工事（電気・
2期）�​①東白川郡棚倉町大字棚倉地
内②改修工事2棟、内部・外部大規
模改造工事（電気設備）ＲＣ3階建
て2121.07㎡（請負額7504万2000円）
　本工事は県立高校再編整備の一環
として、修明高校内に白河実業高校

の一部と塙工業高校を統合し、併せ
て農業科1学級増に対応するため、
校舎の大規模改造に伴う電気設備を
改修する工事である。既存電線管内
部をファイバースコープで調査し、
腐食が見られた回路については新規
経路を提案する等、品質管理に工夫
が見られることに加え、階段照明の
感知器に無線式を採用し露出配線を
無くす等、細部まで丁寧に仕上げら
れ出来栄えを良くしている。また、
メタルモールの露出箇所を極力少な
くするため、建築工事施工者と綿密
な打ち合わせにより下地壁を新設
し、隠ぺい配線として仕上がりを良
くしていることや、教室の照明器具
にグレアが少ない器具を選定し、ホ
ワイトボードヘ光源の映り込みが無
いよう配置する等、良質な学習環境
に向けた配慮が随所に見られ、高く
評価できるものである。更に、自火
報受信機は事務室で一元管理を可能
とし、監視機能を充実させたことや、
Ｚｏｏｍを活用して遠隔臨場で確認
検査を実施するなど総合的に優秀性
が認められる。

県優良工事寸評
※①工事場所②概要等
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白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385㈹
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136㈹
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455㈹
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298㈹
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081㈹
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480㈹
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660㈹
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585㈹
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105㈹
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234㈹
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700㈹
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181㈹
い わ き 南／ＴＥＬ（0246）28-6111㈹
勿　　　来／ＴＥＬ（0246）62-3122㈹

山形・茨城・栃木・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟
電材営業所　　61カ所
住設建材営業所25カ所

〒970-8625 福島県いわき市平谷川瀬字明治町27
ＴＥＬ（0246）25-6111  ＦＡＸ25-6101

Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

〒963-8071　郡山市富久山町久保田字太郎殿前47番
　                                              久保田共栄ビル
                 ＴＥＬ 024-941-5030  ＦＡＸ 024-941-5035

　

当
協
会
は
９
月
27
日
、福

島
市
の
協
会
事
務
所
で
今
年

度
第
２
回
正
副
会
長
・
総
務

委
員
会
を
開
い
た
。県
入
札

制
度
等
監
視
委
員
会
に
提
出

す
る
協
会
意
見
を
協
議
し
た

ほ
か
、会
員
に
対
し
て
行
っ

た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）の
取
り

組
み
状
況
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普
及
に
向
け
、

建
設
業
振
興
基
金
の
サ
テ
ラ

イ
ト
説
明
会
を
活
用
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　

協
会
意
見
は
、会
員
か
ら

出
さ
れ
た
県
入
札
制
度
に
関

す
る
意
見
等
を
基
に
検
討
し

た
。県
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
と
調
整
し
て
、県
総
合
設

備
協
会
と
し
て
の
提
出
意
見

を
ま
と
め
た
。県
入
札
制
度

等
監
視
委
員
会
の
意
見
聴
取

は
11
月
に
行
わ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
は
43
社
が
回
答
し

た
。
事
業
者
登
録
は
37
社

（
86
％
）が
完
了
、
１
社
が
手

続
き
中
。「
検
討
中
」の
３
社

と「
当
面
予
定
な
し
」の
２
社

に
課
題
を
質
問（
複
数
回
答
）

し
た
と
こ
ろ
、
４
社
が「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
制
度
や
取
り
組
む
メ

リ
ッ
ト
が
不
明
」、
３
社
が

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置

し
て
い
る
現
場
が
少
な
い
」

「
登
録
し
て
も
会
社
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
」を
挙
げ
た
。

　

自
社
技
能
者
の
登
録
と

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
状

況
は
登
録
・
設
置
割
合
を
５

段
階
で
質
問
。自
社
技
能
者

は「
80
～
１
０
０
％
」が
24
社

（
55
・
８
％
）と
半
数
以
上
を

占
め
た
。カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

設
置
率
は「
０
～
20
％
」と
し

た
回
答
が
、元
請
契
約
の
現

場
で
32
社（
74
・
４
％
）、下
請

契
約
の
現
場
で
37
社（
86
％
）

と
、設
置
が
進
ん
で
い
な
い

現
状
が
う
か
が
え
た
。

　

協
会
に
対
し
て
、登
録
事

務
の
簡
略
化
と
登
録
料
等
補

助
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

や
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
制
度
の
研
修

会
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、建
設
業
振
興
基

金
が
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
サ
テ
ラ
イ
ト
説
明
会
の
開

催
情
報
を
周
知
す
る
。

　

総
務
委
員
会
で
は
こ
の
ほ

か
、県
土
木
部
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催
方
法
な
ど
を
協

議
。日
本
電
設
工
業
協
会
の

分
離
発
注
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
今
年
度
も
実
施
す
る
方

向
で
、要
請
活
動
を
行
う
町

村
等
を
今
後
検
討
す
る
。

　

正
副
会
長
・
総
務
委
員
会

の
今
年
度
第
１
回
会
合
と
電

協
会
館
維
持
保
全
検
討
会
の

第
２
回
会
合
は
８
月
25
日
に

開
催
し
た
。

　

福
島
支
部
は
８
月
３
～
５

日
、県
立
福
島
工
業
高
校
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
協
力

し
、電
気
科
２
年
生
５
人
が

電
設
業
の
仕
事
を
体
験
し

た
。
同
高
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
は
今
回
が

初
め
て
。

　

初
日
は
福
島
市
の
当
協
会

会
議
室
で
座
学
を
行
っ
た
。

研
修
に
先
立
ち
、大
槻
博
太

支
部
長
が「
建
設
業
は
50
年

先
も
残
る
建
築
物
を
作
る
誇

り
の
持
て
る
仕
事
。３
日
間

の
現
場
体
験
で
魅
力
を
感

じ
、進
路
選
択
の
一
助
と
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。佐

藤
卓
立
副
支
部
長
が
日
程
等

を
説
明
し
た
。作
田
謙
太
郎

電
工
社
社
長
が
社
会
人
と
し

て
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
講
義

し
、大
波
英
和
大
槻
電
設
工

業
工
事
部
課
長
が
ビ
デ
オ
を

用
い
て
Ｋ
Ｙ
活
動
な
ど
の
安

全
教
育
を
行
っ
た
。

　

生
徒
ら
は
２
日
目
に
県
庁

西
庁
舎
免
震
化
改
修
２
期

（
電
気
）な
ど
３
カ
所
の
施
工

　

会
津
支
部
は
８
月
23
～
25

日
、
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
会
津
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
協
力
し
、電
気
配

管
設
備
科
１
年
生
が
現
場
見

学
・
実
習‌

＝
写
真
＝�​

を
通
し

て
電
気
設
備
工
事
業
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

　

佐
藤
電
設
、会
津
電
気
工

事
、目
黒
工
業
商
会
で
計
６

人
の
生
徒
を
受
け
入
れ
た
。

生
徒
ら
は
内
線
、配
電
現
場

の
見
学
な
ど
を
行
っ
た
ほ

か
、金
具
の
取
り
付
け
な
ど

を
体
験
し
た
。

現
場
を
見
学
。３
日
目
は
２

班
に
分
か
れ
、大
槻
電
設
工

業
と
広
栄
電
設
で
実
習
を

行
っ
た
。

二
本
松
工
高
は

９
人
受
け
入
れ

　

９
月
６
日
に
は
県
立
二
本

松
工
業
高
校
情
報
シ
ス
テ
ム

科
２
年
生
９
人
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
た
。

　

生
徒
ら
は
協
会
会
議
室
で

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、

安
全
等
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
た
後
、県
庁
西
庁
舎
免
震

化
改
修
２
期（
電
気
）工
事
現

場
を
視
察
。須
南
電
設
本
社

に
移
動
し
設
計
、積
算
な
ど

に
関
す
る
業
務
研
修
を
行
っ

た
。

会津支部

１
年
生
が
見
学
・
体
験

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津　

電
設
業
へ
理
解

インターン
シ ッ プ

福
島
工
高
で
初
実
施

福
島
支
部　

２
年
生
５
人
が
職
場
実
習

‌

あ
い
さ
つ
す
る
大
槻
支
部
長�​

　この5日間の産業現場実習を通して、学んだことは、
現場に出て作業を行う仕事では、様々な人と作業を
するので、挨拶などの基本的なことを怠らないよう

にすることが大切だと感じました。そして、現場での作業だけでなく図
面や見積もりなどを作成するときは、誰が見ても分かるくらい丁寧に作
ることが大切だと感じました。
　今回の実習で、自分が将来どのような仕事が向いているのか、どんな
仕事に就きたいのかという考えをまとめるごとが出来たのではないかと
思いました。
　また、今回の実習で印象に残ったことは、現場に出ての作業です。電
気工事士で勉強したところもあり、現場での作業時間を短縮しながら正
確に作業する方法などがあり、基礎を学ぶことも大切だが場面に合わせ
て柔軟にやり方を考える、応用する力が大切だと感じました。
　他にも、現場では安全作業が第一なので、作業の前にＫＹ活動を行い、
作業の危険な場所やリスクの低減案などを出し合うことをして、怪我や
事故を防止する活動を行いました。
　今回、現場実習で学んだことを生かし、今後の将来について考えてい
きたいです。

　私は将来、電気関係の会社に勤めたいと思ってお
り、東陽電気様で学んだことは将来を考える上で、
とても貴重な体験ができた5日間でした。図面や見積

もり、現場作業など、最初はやったことがない作業ばかりで疲れること
がありましたが、社員さんたちが優しく、丁寧に教えてくださるので、
現場作業をやっていくにつれて緊張がほぐれ、社員さんたちとコミュニ
ケーションをとることが出来ました。
　そして、僕が5日間の中で一番印象に残っていることは、屋外用ＬＡＮ
ケーブルの配線作業です。高所作業車に乗り作業を行ったのですが、最
初はとても怖かったことを今でも覚えています。ですが、指導を担当し
てくださった小松さんのおかげで、ＬＡＮケーブルの配線の仕方や注意
事項などを学んでいくうちに恐怖心がなくなり、作業に専念することが
出来ました。
　電気工事は危険を伴う作業も多く、今回の実習では、働くことの大変
さも少しですが知ることが出来ました。しかし、この仕事が人の生活を
支えていると思うとかっこいい仕事だと思います。5日間の中で、協調性・
反省する心・意欲とやる気・社会人としての自覚を持って実習を行うこ
とが出来たと思います。
　この5日間で学んだことを社会人になっても忘れないようにしたいと思
います。後一年で就職や進学など、進路が決まっている状態なので、常
に社会人としての自覚を持って生活していきたいと思います。

　今回、僕がこの5日間で学んだことは2つあります。
1つは、将来のことについてです。僕は今まで将来
どういう仕事に就きたいかを全く決めていませんで

した。ですが、担当者の話を伺っているうちに、自分の将来のために色々
なことを学び、知識を増やしていくことが大事だと改めて知ることが出
来たので、今のうちから勉強し資格などもたくさん取り、自分の将来の
選択肢を増やしていきたいと思いました。
　2つ目は、社会のことについてです。父や母、周りの人に社会とはど
ういうものか聞いたことがありました。しかし、教えてもらうのと自分
で体験するのは全く違いました。特に感じたことが、今は個人の能力・
成績でどうにかなっていることが、社会人は個人の能力だけではなく周
囲の人たちと協力しあうことも大切だと学びました。
　今回の産業現場実習の経験を通して得るものがたくさんありました。
1つは、考え方です。相手に言われたことだけ行うのではなく、自分で
考えて行動することも大切だとＫＹ活動を通して思いました。2つ目は、
感じ方についてです。担当者の方が利益も大切だけど何よりも大切なの
はお客様の笑顔だと聞いて、自分自身の相手への対応の仕方など改めて
考える良い機会になりました。
　最後に、この5日間で学んだことを学んだだけで終わらせず、これか
らの人生や、自分の行動にどう役立てていくかも考えていきたいと思い
ました。

基本の大切さ実感

佐藤　　光

将来へ貴重な体験

須藤　大成

学びが大事と再認識

鷹部　大輝

県立白河実業高インターンシップ感想文②県立白河実業高インターンシップ感想文② 正 副 会 長  
総務委員会

県
入
札
制
度
へ
の
意
見
協
議

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

普　
　

及　

会
員
調
査
結
果
を
踏
ま
え
対
応
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―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

　

当
協
会
は
９
月
29
日
か
ら

10
月
２
日
、郡
山
市
の
県
南

電
気
工
事
協
同
組
合
会
館
で

今
年
度
１
級
電
気
工
事
施
工

管
理
技
術
検
定
試
験（
第
２

次
検
定
）の
受
験
準
備
講
習

会
を
開
き
、
10
月
16
日
の
試

験
に
臨
む
18
人
が
本
番
に
向

け
、試
験
の
傾
向
と
対
策
を

学
ん
だ
。

　

講
習
会
は
県
内
電
設
業
界

の
技
術
力
向
上
と
資
格
取
得

者
の
増
加
が
目
的
。会
員
企

業
か
ら
12
人
、一
般
６
人
が

参
加
し
た
。講
習
に
先
立
ち
、

野
内
忠
宏
専
務
理
事
が
受
講

者
を
激
励
し
た
。

　

ユ
ア
テ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ
の
鷲
眼

智
春
イ
ー
ハ
ー
ト
プ
ラ
ン
代

表
が
講
師
を
務
め
、前
半
２

日
間
は
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
、試
験
問
題
の
傾
向
と
対

策
等
を
学
習
。後
半
は
個
別

指
導
を
行
い
、各
受
講
者
の

疑
問
点
解
消
を
図
っ
た
。

　

白
河
支
部
は
８
月
10
日
に

行
わ
れ
た「
道
の
日
」ク
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
、白
河
羽
鳥
線
、地
下

歩
道
の
照
明
器
具
清
掃
や
設

備
点
検
、通
路
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
、
掃
き
掃
除
を

行
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
白
河
市
街
を
中
心

に
参
加
団
体
ご
と
に
環

状
線
や
国
道
２
８
９
号

線
に
分
か
れ
て
、清
掃
と
地

下
歩
道
照
明
の
点
検
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
等
を
実
施
。

白
河
支
部
は
昨
年
同
様
、立

石
地
下
歩
道
を
車
田
電
気
工

業
、真
舟
地
下
歩
道
を
浅
川

電
設
、昭
和
町
地
下
歩
道
を

仁
平
電
設
、高
山
地
下
歩
道

を
東
陽
電
気
工
事
が
担
当
。

今
年
は
照
明
器
具
が
新
し
く

な
っ
た
。照
明
器
具
の
点
検

を
丁
寧
に
行
い
、地
域
住
民

が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
活
動
し
た
。

　

福
島
支
部
は
８
月
、「
道
の

日
美
化
作
戦
」と
し
て
、会
員

企
業
10
社
63
人
が
県
北
建
設

事
務
所
管
内
の
地
下
歩
道
14

カ
所
の
清
掃
・
点
検‌

＝
写
真

＝�​

を
行
っ
た
。

　

美
化
作
戦
は
平
成
16
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
。今
年
度
は
管

内
６
路
線
に
設
置
運
用
さ
れ

て
い
る
地
下
歩
道
で
、電
気

設
備
の
点
検
も
兼
ね
て
、地

下
通
路
と
照
明
器
具
を
清
掃

し
た
。

　

参
加
企
業（
清
掃
等
地
下

　

い
わ
き
地
区
の
道
路
美
化

作
業
が
８
月
10
日
行
わ
れ
、

当
協
会
い
わ
き
支
部
は
い
わ

き
電
設
業
協
会
と
合
同
で

平
、
小
名
浜
、
勿
来
地
区
の

な
ど
を
確
認
し
た
後
、各
社

が
担
当
路
線
に
移
動
し
、植

え
込
み
の
草
刈
り
や
ご
み
拾

い
を
行
っ
た
。炎
天
下
の
作

業
と
な
っ
た
が
、事
故
等
も

無
く
雑
草
や
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
回
収
。可
燃
ご

み
97
袋
、不
燃
ご
み
20
袋
を

搬
出
し
た
。

国
・
県
道
や
主
要
市
道
、港
湾

道
を
清
掃
し
た
。両
団
体
か

ら
14
社
32
人
が
参
加
し
た
。

　

美
化
作
業
は
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」に
ち
な
ん
だ
恒
例

行
事
。県
建
設
業
協
会
い
わ

き
支
部
な
ど
主
催
３
団
体
と

国
、
県
、
市
の
各
道
路
管
理

者
、協
力
団
体
が
一
斉
に
清

掃
を
行
い
、幹
線
道
路
の
環

境
美
化
に
努
め
て
い
る
。

　

い
わ
き
支
部
は
、出
発
式

で
事
故
防
止
や
熱
中
症
対
策

馬
支
部
主
催
の
道
路
清
掃
奉

仕
作
業
に
参
加
し
、道
路
の

環
境
美
化
に
努
め
た
。暑
い

中
で
の
作
業
と
な
り
各
自
、

水
分
を
携
行
し
て
空
調
服
を

着
用
し
、熱
中
症
予
防
に
努

め
作
業
に
当
た
っ
た
。

　

美
化
作
業
は
３
地
区
に
分

け
て
実
施
さ
れ
、当
協
会
と

建
設
業
協
会
の
ほ
か
、相
双

建
設
事
務
所
、県
法
面
保
護

協
会
、県
測
量
設
計
業
協
会
、

県
地
質
調
査
業
協
会
、県
交

通
安
全
施
設
業
協
同
組
合
、

木
元
装
建
が
参
加
し
た
。

　

相
馬
会
場（
長
友
グ
ラ
ン

ド
）、南
相
馬
会
場（
サ
ン
ラ

イ
フ
駐
車
場
）、
飯
館
会
場

（
飯
館
村
公
民
館
駐
車
場
）で

出
発
式
が
行
わ
れ
、相
馬
会

場‌

＝
写
真
＝�​

で
は
、県
建
設

業
協
会
相
馬
支
部
の
小
野
貞

人
副
支
部
長
、相
双
建
設
事

務
所
の
木
幡
智
弘
管
理
課
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

参
加
会
員
は
旭
電
気
工

事
、青
田
電
気
商
会
、旭
電
設

工
業（
２
人
）、高
木
電
気
商

会
、早
川
電
気
工
業
、光
洋
電

設
。

　

会
津
支
部
は
７
月
14
日
～

８
月
４
日
、会
津
３
建
設
事

務
所
管
内
の
主
要
道
路
で
街

路
灯
の
動
作
確
認
、不
点
原

因
の
調
査
を
行
っ
た
。富
士

工
業
商
会
、会
津
電
気
工
事
、

千
葉
電
機
商
会
、目
黒
工
業

商
会
、萩
生
田
電
設
、佐
藤
電

設
、森
口
電
気
商
会
、和
泉
電

機
、大
槻
電
設
工
業
会
津
若

松
営
業
所
の
９
社
か
ら
延
べ

41
人
が
参
加
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
、会
津
支
部

の
各
会
員
企
業
が
高
所
作
業

車
な
ど
を
用
い
、
３
建
設
事

務
所
管
内
の
主
要
路
線
道
路

照
明
を
自
主
的
に
点
検
し
、

道
路
の
安
全
・
安
心
向
上
に

協
力
し
て
い
る
。

　

14
日
に
南
会
津
建
設
事
務

所
管
内
、
26
日
に
喜
多
方
建

設
事
務
所
管
内
、
８
月
４
日

に
会
津
若
松
建
設
事
務
所
管

内
で
行
っ
た
。そ
れ
ぞ
れ
出

発
式
を
行
い
、各
事
務
所
長

か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
て

点
検
へ
向
か
っ
た
。

歩
道
）は
次
の
通
り
。

　

▽
大
槻
電
設
工
業（
国
道

１
１
５
号
・
岡
部
、水
原
福
島

線
・
県
庁
前
、
１
１
５
号
・
鳥

谷
野
西
）▽
電
工
社（
国
道
３

９
９
号
・
大
鳥
）▽
広
栄
電
設

（
福
島
飯
坂
線
・
森
合
、
１
１

５
号
・
成
田
口
）▽
須
南
電
設

（
同
・
郷
野
目
、同
・
金
込
町
）

▽
ユ
ア
テ
ッ
ク（
同
・
北
島
）

▽
北
藤
電
設（
同
・
杵
清
水
）

▽
佐
藤
電
気
商
会（
同
・
佐
倉

下
）▽
吉
田
電
気
工
業（
同
・

的
場
）▽
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｃ（
白
石
国

見
線
・
国
見
イ
ン
タ
ー
）▽
下

山
電
工（
国
道
４
５
９
号
・
二

本
松
５
）

　

相
双
支
部
は
８
月
10
日
に

行
わ
れ
た
県
建
設
業
協
会
相

‌

若
松
管
内
の
道
路
調
査
参
加

者�​

３
建
設
管
内
で

道
路
照
明
調
査

会
津
支
部

暑
さ
対
策
万
全
に

環
境
美
化
努
め
る

相
双
支
部

美
化
作
戦
で
地
下

歩
道
14
カ
所
清
掃

福
島
支
部

道
の
日
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

道
の
日
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

安
全
安
心
へ
地
下

歩
道
照
明
を
点
検

白
河
支
部

‌

地
下
歩
道
入
り
口
を
清

掃
・
点
検
す
る
参
加
者�​

平
な
ど
３
地
区

道
路
美
化
作
業

い
わ
き
支
部

‌

美
化
作
業
を
行
う
会
員�

協会のうごき協会のうごき
【８月】
　2～3日 •東北6県電業協会役員懇談会
　3日 •建産連第2回参与会
　3～5日 •福島工業高校インターンシップ受入（福島支

部）
　4日 •会津支部道路照明点検奉仕作業（会津若松建

設事務所管内）
　8日 •県耐震化・リフォーム等推進協議会第16回通

常総会、県アスベスト対策に係る連絡会議
　10日 •相双支部道路清掃奉仕作業
　19日 •福島支部例会

•会津支部例会
　22日 •建産連第39回理事会
　25日 •第1回正副会長・総務委員会合同会議
　26日 •福島支部道路美化作業報告会
　31日 •根本匠シンポジウム

•福島支部インターンシップ打ち合わせ
【９月】
　4～5日 •相双支部研修旅行
　6日 •二本松工業高校インターンシップ受入（福島

支部）
　9日 •令和4年度県優良建設工事表彰式

•令和5年度県予算編成に対する要望聴取会
　14～15日•いわき支部研修会
　21日 •会津支部支部例会
　27日 •第2回正副会長・総務委員会合同委員会
　29～
　10月2日

•1級電気工事施工管理技術検定試験（二次）
受験準備講習会 

試験の傾向、対策学ぶ
１級電気施工管理技士

人
参加 ２次検定の準備講習会

‌講義を聞く参加者ら�​
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暑
い
夏
が
過
ぎ
、朝
晩
の

涼
し
さ
か
ら
よ
う
や
く
秋
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
県
外
に
出
掛
け
る
の
を

控
え
て
お
り
ま
し
た
が
、今

年
は
３
年
ぶ
り
に
大
波
三
兄

弟
福
島
後
援
会
有
志
の
方
と

大
相
撲
９
月
秋
場
所
が
開
催

さ
れ
て
い
る
両
国
国
技
館
へ

応
援
観
戦
を
し
て
き
ま
し

た
。３
年
前
は
と
い
う
と
、若

隆
景
は
ま
だ
十
両
に
昇
進
し

た
場
所
で
し
た
。

　

今
年
の
若
隆
景
、若
元
春

の
活
躍
は
皆
様
ご
存
知
の
通

り
、兄
弟
揃
っ
て
幕
内
力
士

と
し
て
奮
闘
し
て
お
り
ま

す
。コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

し
て
ま
だ
声
援
を
送
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、若
隆
景
、

若
元
春
の
名
入
り
タ
オ
ル
を

大
き
く
揺
ら
し
、精
一
杯
の

応
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
よ
り
全
国
旅
行

支
援
も
開
始
予
定
と
の
こ
と

で
す
。感
染
対
策
を
し
っ
か

り
し
、行
楽
の
秋
、休
日
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す（
㈱

佐
藤
電
気
商
会
・
佐
藤
卓

立
）。

　

来
る
11
月
19
日（
土
）、当

社
敷
地
内
に
お
い
て「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
フ
ェ
ア
」を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
年

初
め
て
の
取
組
で
、試
行
錯

誤
し
な
が
ら
地
域
約
10
社
の

協
力
で
開
催
ま
で
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。会
場
で
は
、体
験
活

動
や
食
べ
物
な
ど
を
通
し

て
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

17
項
目
を
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
小
中
学
生
の
教

科
書
で
は
学
ぶ
ペ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
が
、今
年
か
ら
高

校
生
の
教
科
書
に
も
登
場
し

て
い
ま
す
。時
代
の
流
れ
と

と
も
に
、教
科
書
の
内
容
も

変
化
し
て
い
る
の
を
目
の
当

た
り
に
し
、建
設
業
の
教
育

と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
、

時
代
と
と
も
に
人
材
育
成
の

仕
方
を
変
化
さ
せ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、幼
少
期
か
ら
地
域

の
企
業
を
知
る
き
っ
か
け
が

あ
れ
ば
、
も
っ
と
人
材
も
多

様
化
し
、
も
っ
と
地
域
に

戻
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が

増
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
第
一
歩
。
17
項
目

全
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
は
な

か
な
か
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・
石
川

格
子
）。

　

去
る
８
月
３
～
５
日
の
３

日
間
、県
立
福
島
工
業
高
等

学
校
電
気
科
生
徒
５
人
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
受
入

れ
を
、福
島
支
部
会
員
企
業

４
社
の
協
力
を
い
た
だ
き
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
今
回
初
め
て
の
受

入
れ
、夏
休
み
期
間
中
の
た

め
希
望
者
の
み
参
加
と
い
う

こ
と
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内

容
等
の
見
直
し
や
確
認
を
行

い
な
が
ら
、学
校
の
担
当
の

先
生
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

を
何
度
か
さ
せ
て
い
た
だ

き
、準
備
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

初
日
は
協
会
３
階
会
議
室

で
、
午
前
・
午
後
を
通
し
て
、

座
学
の
講
義
と
２
、
３
日
目

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
向
け
て

の
心
構
え
、知
識
を
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。２
日
目

は
会
員
企
業
の
施
工
現
場
で

現
場
研
修
、現
場
管
理
や
施

工
状
況
の
見
学
研
修
を
行
い

ま
し
た
。３
日
目
は
受
入
れ

企
業
に
出
社
し
、図
面
・
積
算

等
の
仕
事
を
見
学
研
修
し
ま

し
た
。

　

３
日
間
を
通
し
て
、電
気

工
事
業
の
仕
事
内
容
が
多
岐

に
わ
た
る
事
を
学
ん
で
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。参
加
し
て
い
た
だ

い
た
生
徒
が
、今
後
の
進
路

の
参
考
と
な
り
希
望
す
る
職

種
に
就
け
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
で
す（
広
報
委
員
・
佐
藤

卓
立
）。

　

中
秋
の
名
月
と
は
、旧
暦

で
８
月
15
日
夜
の
お
月
さ
ま

の
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
１

年
間
で
１
番
美
し
い
お
月
さ

ま
を
鑑
賞
で
き
る
日
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。午
後
７
時
頃

に
は
東
の
空
に
薄
黄
色
の
大

き
な
お
月
さ
ま
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

我
が
家
で
は
、
ス
ス
キ
４

～
５
本
を
花
器
に
生
け
、
15

個
の
お
団
子
を
皿
に
盛
り
、

広
縁
に
座
布
団
を
敷
い
て
お

月
さ
ま
が
出
る
の
を
待
っ
て

い
ま
す
。夜
の
空
気
が
澄
ん

だ
午
後
10
時
頃
に
は
真
上
に

き
て
、
よ
く
見
る
と
薄
黄
色

か
ら
白
っ
ぽ
く
変
化
し
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。今

年
も
い
い
名
月
を
鑑
賞
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
津
は
こ
の
お
月
見
が
終

わ
る
と
本
格
的
な
実
り
の
秋

に
入
り
ま
す
。田
ん
ぼ
の
稲

穂
も
一
段
と
重
く
頭
が
垂
れ

下
が
り
、黄
金
色
の
絨
毯
が

広
が
り
ま
す
。ま
た
山
間
部

で
は
栗
、
梨
、
葡
萄（
ぶ
ど

う
）、新
そ
ば
の
収
穫
で
忙
し

く
な
り
ま
す
。季
節
の
食
べ

物
を
頂
き
な
が
ら
、本
格
的

な
秋
を
待
ち
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
会
津
に
遊
び
に
来

て
下
さ
い
。会
津
は
本
当
に

い
い
と
こ
ろ
で
す（
㈱
会
津

電
気
工
事
・
佐
藤
脩
一
）。

　

３
年
ぶ
り
に
相
双
支
部
会

員
で
北
海
道
旅
行
に
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染

対
策
を
考
慮
し
、
ゴ
ル
フ
組

と
旅
行
組
に
分
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。千
歳
空
港

到
着
後
、
ゴ
ル
フ
場
に
移
動

し
、午
後
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
た
め
、昼
食
に
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。昼
食
後

も
ス
タ
ー
ト
時
間
ま
で
時
間

が
あ
る
の
で
メ
ン
バ
ー
に
声

掛
け
し
、食
後
の
歯
磨
き
に

ト
イ
レ
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

歯
磨
き
を
終
え
、外
に
出

て
い
く
と「
相
馬
市
か
ら
お

越
し
の
荒
明
様
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
前
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
」と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

ま
し
た
。「
北
海
道
に
来
て
相

馬
市
っ
て
分
か
ん
の
が
い
」

と
思
っ
て
い
る
と
、
カ
ー
ト

に
乗
っ
て
私
の
方
に
向
か
っ

て
き
た
高
木
さ
ん
が
私
の
顔

を
見
て
大
笑
い
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
が
影
響
し
た
の
か
、

い
い
ス
コ
ア
で
は
回
れ
ず
肩

を
落
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

前
半
不
調
だ
っ
た
高
木
さ
ん

は
後
半
復
調
し
、後
半
４
人

で
は
１
番
い
い
ス
コ
ア
で
上

が
り
ま
し
た
。渡
部
さ
ん
と

夜
の
懇
親
会
は
高
木
さ
ん
の

独
り
舞
台
だ
な
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、案
の
定
そ
の
通

り
に
な
り
、飛
沫
を
飛
び
散

ら
す
勢
い
で
し
ゃ
べ
っ
て
い

ま
し
た
。次
回
ま
で
メ
ン
タ

ル
を
鍛
え
た
い
と
思
い
ま
す

（
光
洋
電
設
㈱
・
荒
明
）。

　

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
、

い
わ
き
支
部
の
会
員
研
修
旅

行
は
、群
馬
県
に
あ
る
世
界

遺
産
・
富
岡
製
糸
場
の
見
学

と
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

北
コ
ー
ス
の
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー

挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
岡
製
糸
場
は
明
治
５

年
、渋
沢
栄
一
が
日
本
の
近

代
化
と
外
貨
獲
得
の
た
め
に

設
立
し
た
模
範
器
械
製
糸
場

で
す
。フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者

の
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
の
指

導
に
よ
り
伝
わ
っ
た
西
洋
の

建
築
技
術
と
、日
本
の
伝
統

的
建
築
技
術
が
融
合
し
た
建

造
物
が
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま

良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て

お
り
、平
成
26
年
に
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。先

人
の
外
貨
獲
得
産
業
の
国
産

化
を
目
的
と
し
た
富
国
強
兵

政
策
の
一
端
と
、女
性
の
技

術
者
と
し
て
の
活
躍
・
育
成

を
目
指
し
た
近
代
的
政
策
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
72
北
コ
ー
ス
は
Ｎ

Ｅ
Ｃ
軽
井
沢
72
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
開
催
コ
ー
ス
で

す
。
広
々
と
し
た
フ
ェ
ア

ウ
ェ
イ
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

シ
ョ
ッ
ト
が
楽
し
め
る
ホ
ー

ル
、池
や
バ
ン
カ
ー
を
巧
み

に
配
し
た
戦
略
性
の
高
い

ホ
ー
ル
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
18
ホ
ー
ル
。フ
ェ
ア

ウ
ェ
イ
ベ
ン
ト
芝
の
重
た
さ

と
グ
リ
ー
ン
の
早
さ
、松
林

と
距
離
の
長
さ
に
翻
弄
さ

れ
、次
回
リ
ベ
ン
ジ
企
画
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
12
人
参
加
の
バ
ス
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
に
負
け
る
な
精
神
で
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
合
掌（
三
浦
電
気
工
事

㈱
・
三
浦
光
博
）。

会

員

の

声

会

員

の

声

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ア

３
年
ぶ
り
の

大
相
撲
観
戦

北
海
道
旅
行

軽
井
沢
72
北
コ
ー
ス

中
秋
の
名
月

　

継
続
は
力
な
り
と
い
う
言

葉
が
常
に
頭
の
片
隅
に
あ
り

ま
す
。創
業
70
周
年
の
節
目

に
代
表
を
引
き
継
ぎ
、
１
０

０
年
企
業
を
目
指
す
と
心
に

誓
い
現
在
に
至
り
ま
す
。継

続
す
る
に
は
若
い
社
員
が
い

な
け
れ
ば
と
の
思
い
で
、
２

年
間
で
３
人（
電
気
科
１
人
、

普
通
科
２
人
）の
地
元
出
身

者
を
新
卒
社
員
と
し
て
、期

待
を
込
め
て
採
用
し
ま
し

た
。

　

弊
社
と
し
て
も
10
数
年
ぶ

り
の
新
卒
社
員
で
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、先
輩
社
員

の
協
力
に
よ
り
積
極
的
な
指

導
や
教
育
で
電
気
工
事
士
に

も
合
格
し
、現
在
で
は
小
規

模
現
場
の
代
理
人
も
務
め
て

お
り
ま
す
。

　

入
社
時
の
不
安
そ
う
な
顔

も
、経
験
を
積
み
重
ね
継
続

し
て
き
た
こ
と
で
、一
人
前

の
顔
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、積
み
重
ね

た
経
験
を
活
か
し
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ
な

制
約
も
あ
り
ま
す
が
、感
染

状
況
が
落
ち
着
け
ば
、社
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
に
も
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
企
画
し
、楽

し
む
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す（
東
新
電
気
工
業
㈱
・
遠

藤
嘉
行
）。

期

待

TEL 024－534－7456お問い合わせは

購読会員無料ID発行中

ご活用ください、本紙Web

  ■購読会員ページの項目
□購読会員ニュース（速報版）□入札公告情報□完工高ランク
□建設予算□建設関係資料□発注見通し□住宅関係資料
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